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❶事務局
❷附属図書館（電子図書館）
❸大学会館・保健管理センター
❹先端科学技術研究推進センター
❺ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
❻ミレニアムホール
❼ゲストハウスせんたん

❽情報科学研究科
　情報科学センター
❾バイオサイエンス研究科
　遺伝子教育研究センター
�動物飼育実験施設
�植物温室
�物質創成科学研究科
　物質科学教育研究センター
�学際融合領域研究センター
�学生宿舎
�職員宿舎
�イノベーションセンター

公営駐車場定期駐車券【本学学生】
1ヶ月  1,500円　　3ヶ月   4,000円

6ヶ月  7,500円　12ヶ月 13,500円

※申込みは、本学支援財団事務所（高山サイエンスプラ
ザ内）にて。

※定期駐車券は、駐車スペースの確保を約束するもので
はありません。

関西学術研究都市にふさわしく、最先端の施設を完備

ミレニアムホール❻

入学式や学位記授与式、会議、講演などを行うことができる、多目的ホールです。

■スポーツ施設

テニスコート

バスケットコートバスケットコート

■保健管理センター❸

学生および教職員の身体的、精神的健康
の保持・増進をはかることを目的として
います。内科医師および、看護師が常駐し
ており、定期健康診断、応急処置、健康相
談、力ウンセリング等を行っています。ま
た、センターには、診察室、学生懇話室、
休養室を設けています。

フィットネス室

■ゲストハウスせんたん❼
本学を来訪する内外からの研究者をはじめ、
学生や教職員が利用することのできる福利
厚生施設です。宿泊施設は手頃な料金で利用
することができ、受験時の宿泊にも利用でき
ます。施設内には宿泊者などが利用できる集
会室やフィットネス室が設けられています。
利用申し込みは、人事課福利厚生係（0743-
72-5033）までお問い合わせください。

ゲストハウスせんたん

■大学会館❸
学生および教職員の厚生施設である大学会
館に、食堂（300席）、喫茶室（30席）、売店
を設けています。売店では、文房具、書籍を
はじめ、各種食料品などを取り揃えており、
さらに、D.P.E、クリ一二ング等の取次ぎ
サービスも行っています。

大学会館（食堂）

グラウンドグラウンド

福利厚生施設

　本学では、首都圏との産官学連携を有機的に進めるために、東京にリエゾンオフィスを開
設しています。さらに、地域との連携を深めるために、中小企業の街・東大阪市にもリエゾ
ンオフィスを設けています。

リエゾンオフィス

東京事務所 東大阪事務所

　本学は、開学当初から社会に開かれた大学として、社会人教育の実施、共同研究・受託研究の受入れ、産官学連携プロジェ
クトの構築等、産官学連携を積極的に推進しています。平成16年には、産官学連携推進本部(図参照)を設置し、教育研究
スタッフと事務局が一体となって産官学連携活動を活発に行っています。
　こうした取組みの成果の1つとして、本学の外部資金の獲得が全体では約35億円となり、教員1人当たりで考えると約
1,620万円、またライセンス収入においても全体では約2,600万円となり、教員1人当たりで考えると約12万円と全国
の大学でもトップレベルとなるなど、高い実績を挙げています。

産官学連携

情報科学研究科

バイオサイエンス研究科 物質創成科学研究科

海外エージェント
ベンチャーキャピタル等

ＴＬＯ部

産官学連携室

創　出

発　掘
・
権利化
・

活　用

管　理
・
支　援

・マネージャー
・コーディネータ
・専門アドバイザー
・事務補佐員

・マネージャー
・コーディネータ
・専門アドバイザー

商社・外部TLO等

新産業創出・国際的産学連携
共同研究支援、教育

知的財産の調査・評価・権利化
技術の移転交渉・契約、教育

産官学連携企画事務
知的財産管理

・室長（研究協力課長）
・室員（研究協力課事務職員）

産官学連携推進本部産官学連携推進本部産官学連携推進本部産官学連携推進本部

本部長本部長

副本部長副本部長

発明評価会議発明評価会議

運営会議運営会議

ビジネス・イノベーション部

　奈良先端科学技術大学院大学の優れた特性や機能が最大限に発揮されるよう、その教育研究活動を積極的に支援
するとともに、大学院大学と産業界、地方公共団体等との交流などを促進することにより、先端科学技術分野の研
究開発等を担う研究者、技術者等の育成及び研究開発基盤の充実に寄与し、我が国の科学技術の発展に貢献するこ
とを目的として、平成3年に設立されました。同財団の基本財産（20億円）の運用益により、教育研究活動、国際
交流活動、学術研究成果の普及活動等に対する支援事業が行われています。

奈良先端科学技術大学院大学支援財団（高山サイエンスプラザ内）

　大学の隣接地に、本学の支援財団が運営する高山サイエンスプラザがあり、その施設内にもレストラン、書店、研修室、現金自動預払機(南都銀行)等が設けられています。

高山サイエンスプラザ
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